
子
ど
も
を
狙
っ
た
犯
罪
が
全
国
的

に
多
発
し
、
当
町
に
お
い
て
も
、
不

審
者
に
声
を
か
け
ら
れ
る
な
ど
の
事

件
が
起
き
て
お
り
、
誠
に
憂
慮
す
べ

き
事
態
で
す
。

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
平
成
17
年

度
か
ら
町
内
の
小
・
中
学
校
児
童
・

生
徒
の
全
て
に
安
全
対
策
の
一
環
と

し
て
携
帯
用
の
防
犯
ベ
ル
を
配
付
し

着
用
さ
せ
て
お
り
ま
す
。
合
せ
て

「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」を
町
内
32

箇
所
に
設
置
す
る
と
と
も
に
、
町
内

の
関
係
事
業
所
な
ど
の
車
両
に
「
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
中
」
の
マ
グ
ネ

ッ
ト
式
ス
テ
ッ
カ
ー
を
配
布
す
る
な

新
１
年
生
の
入
学
式
か
ら
始
ま
り
、

各
学
校
の
春
季
遠
足
、
運
動
会
、
中

学
校
の
体
育
大
会
な
ど
、
新
学
期
の

主
要
な
学
校
行
事
も
事
故
な
く
終
了

し
、
児
童
生
徒
は
勉
強
に
ス
ポ
ー
ツ

に
と
元
気
に
学
校
生
活
を
送
っ
て
お

り
ま
す
。

今
年
度
の
小
学
校
６
校
の
新
入
学
児

童
は
19
名
で
全
校
の
児
童
数
は
１
２

６
名
（
前
年
度
比
５
名
増
）、中
学
校

の
生
徒
数
で
は
55
名
（
前
年
度
比
１

名
減
）
と
い
う
状
況
で
す
。

ど
、
地
域
ぐ
る
み
で
こ
ど
も
を
守
る

運
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
子
ど
も
達
が
い
つ
犯
罪

に
巻
き
込
ま
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
状

況
の
下
で
、
そ
の
犯
罪
に
遇
わ
な
い

た
め
の
知
識
を
学
習
さ
せ
、
様
々
な

危
険
を
予
測
し
回
避
で
き
る
能
力
を

養
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

６
月
20
日
、
そ
の
犯
罪
を
想
定
し
た

「
不
審
者
対
策
の
模
擬
訓
練
」を
美
国

小
学
校
の
協
力
を
得
て
実
施
し
ま
し

た
。ま

た
、
通
学
路
等
に
お
け
る
子
ど

も
の
安
全
確
保
を
よ
り
高
め
る
た
め
、

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
守
る
運
動

の
輪
を
広
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
警
察
等
の
関
係
機
関
や

学
校
関
係
者
、
地
域
の
防
犯
協
会
、

第
４
次
積
丹
町
社
会
教
育
中
期
計

画
の
推
進
の
初
年
度
で
あ
り
、「
生
き

が
い
が
あ
り
、
潤
い
の
あ
る
地
域
づ

く
り
を
求
め
、
自
か
ら
学
び
自
ら
行

動
す
る
社
会
教
育
の
推
進
」
を
基
本

方
針
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習
領

域
に
お
い
て
事
業
を
推
進
し
て
お
り

ま
す
。

こ
れ
ま
で
実
施
し
た
主
な
事
業
内

容
は
、
成
人
教
育
で
は
、
第
１
回
町

民
文
化
教
室
（
陶
芸
教
室
）
が
文
化

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
６
月
14
日
・
15

日
の
両
日
開
催
さ
れ
、
参
加
数
は
延

べ
20
名
（
前
年
比
９
名
増
）
と
新
た

な
学
習
者
が
増
加
し
て
い
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

高
齢
者
教
育
で
は
、
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
学
級
の
開
級
式
の
参
加
者
数
は
27

名
、
研
修
視
察
で
は
21
名
と
、
い
ず

れ
も
高
齢
者
の
学
習
意
識
は
高
い
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
生

涯
学
習
の
推
進
に
あ
た
り
、
学
習
に

対
す
る
町
民
の
意
識
の
高
揚
と
学
習

の
場
の
提
供
を
充
実
し
て
ま
い
り
ま

す
。

民
間
団
体
、
校
下
の
地
域
住
民
な
ど

の
参
加
に
よ
る
理
解
と
協
力
を
い
た

だ
き
、
こ
の
運
動
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
、
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
当
該

年
度
の
教
育
行
政
執
行
方
針
の
所
信

を
申
し
上
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

今
後
は
定
例
会
ご
と
に
教
育
行
政
全

般
の
執
行
状
況
の
概
要
を
ご
報
告
申

し
上
げ
、
町
民
の
負
託
に
応
え
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
げ
ま
す
。

町
民
の
健
康
づ
く
り
、
体
力
づ
く

り
に
寄
与
す
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
推
進
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

第
16
回
の
Ｂ
＆
Ｇ
杯
争
奪
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
は
３
チ
ー
ム
の
参
加
で

昨
年
度
よ
り
２
チ
ー
ム
減
と
い
う
結

果
で
す
が
、
今
後
、
予
定
し
て
お
り

ま
す
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
及
び
各
体

育
施
設
の
利
用
促
進
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
の
オ
ー
プ

ン
に
つ
い
て
は
、
６
月
18
日
オ
ー
プ

ン
し
、
例
年
ど
お
り
の
利
用
に
供
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
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報
告
第
１
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
件

（
平
成
17
年
度
積
丹
町
一
般
会
計
補

正
予
算
・
第
８
回
）
に
つ
い
て

現
行
予
算
に
１
億
３,

６
８
５
万

５
千
円
を
追
加
し
、
27
億
１,

４
０

２
万
７
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

歳
入
に
お
い
て
は
、

地
方
消
費
税
交
付
金５

０
４
万
８
千
円

地
方
交
付
税
９,

１
６
６
万
１
千
円

除
雪
事
業
費
国
庫
補
助
金６

５
０
万
円

繰
越
金
　
　
２,

０
４
２
万
１
千
円

雑
入
　
　
　
　
　
８
９
２
万
５
千
円

地
方
債
　
　
　
　
　
　
４
３
０
万
円

歳
出
に
お
い
て
は
、

基
金
積
立
金
１
億
８
１
３
万
８
千
円

他
会
計
繰
出
金２,

８
２
１
万
７
千
円

公
債
費
　
　
　
　
　
　
　
５
０
万
円

を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

（
承
　
認
）

報
告
第
２
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
件

（
平
成
17
年
度
積
丹
町
老
人
保
健
特

別
会
計
補
正
予
算
・
第
２
回
）
に
つ

い
て現

行
予
算
６
億
２,

０
９
０
万
７

千
円
の
歳
入
に
つ
い
て
、
一
部
予
算

の
振
替
を
す
る
も
の
で
す
。

医
療
費
交
付
金
負
担
金
１,

９
４

２
万
３
千
円
を
減
額
し
、
一
般
会
計

繰
入
金
を
同
額
増
額
す
る
も
の
で
す
。

（
承
　
認
）

報
告
第
３
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
件

（
平
成
17
年
度
積
丹
町
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
・
第
４

回
）
に
つ
い
て

事
業
勘
定
に
お
い
て
、
現
行
予
算

６
億
７,

２
７
８
万
４
千
円
の
歳
入

に
つ
い
て
、
一
部
予
算
の
振
替
を
す

る
も
の
で
す
。

一
般
会
計
繰
入
金
の
う
ち
、
職
員

給
与
及
び
助
産
費
分
３
０
０
万
円
を

減
額
し
、
そ
の
他
繰
入
金
を
同
額
増

額
す
る
も
の
で
す
。

（
承
　
認
）

報
告
第
４
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
件

（
平
成
17
年
度
積
丹
町
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
・
第
３
回
）
に

つ
い
て

現
行
予
算
９,

８
４
３
万
円
の
歳

入
に
つ
い
て
、
一
部
予
算
の
振
替
を

す
る
も
の
で
す
。

繰
入
金
の
う
ち
、
一
般
会
計
繰
入

金
３
３
４
万
２
千
円
を
増
額
し
基
金

繰
入
金
を
同
額
減
額
す
る
も
の
で
す
。

（
承
　
認
）

報
告
第
５
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
件

（
平
成
17
年
度
積
丹
町
産
業
交
流
雇

用
対
策
推
進
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
・
第
３
回
）
に
つ
い
て

現
行
予
算
２
億
２,

０
２
５
万
６

千
円
の
歳
入
に
つ
い
て
、
一
部
予
算

の
振
替
を
す
る
も
の
で
す
。

入
館
料
３
１
４
万
２
千
円
、
売
店

売
上
収
入
２
３
１
万
円
を
減
額
し
、

一
般
会
計
繰
入
金
を
５
４
５
万
２
千

円
増
額
す
る
も
の
で
す
。

（
承
　
認
）

報
告
第
６
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
件

（
平
成
18
年
度
積
丹
町
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
・
第
１
回
）

に
つ
い
て

前
年
度
繰
上
充
用
金
と
し
て
１
億

６
２
４
万
１
千
円
の
専
決
処
分
で
す
。

（
承
　
認
）

報
告
第
７
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
件

（
平
成
18
年
度
積
丹
町
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
・
第
１

回
）
に
つ
い
て

事
業
勘
定
１
億
５,

３
７
３
万
４

四
千
円
・
直
診
勘
定
７
億
７,

５
７

７
万
２
千
円
に
係
る
前
年
度
繰
上
充

用
金
の
専
決
処
分
で
す
。

（
承
　
認
）

報
告
第
８
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
件

（
平
成
18
年
度
積
丹
町
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
・
第
１
回
）
に

つ
い
て

前
年
度
繰
上
充
用
金
と
し
て
１,

０
６
３
万
１
千
円
の
専
決
処
分
で
す
。

（
承
　
認
）

報
告
第
９
号

積
丹
町
土
地
開
発
公
社
の
運
営
状

況
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
第
２
４
３
条
の
３
第

２
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
す
る
も
の

で
す
。

（
報
　
告
）

議
案
第
１
号

積
丹
町
水
中
展
望
船
条
例
に
つ
い

て
公
の
施
設
で
あ
る
海
底
探
勝
船
は
、

本
年
９
月
２
日
以
降
も
引
き
続
き
外

部
委
託
の
方
法
を
も
っ
て
管
理
を
続

け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
改
正
地
方

自
治
法
の
適
用
に
よ
り
、
指
定
管
理

者
制
度
へ
移
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
と
な
る
た
め
、
当
該
施
設
の

今
後
の
管
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の

町
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
の
答
申

を
得
て
、
同
制
度
の
導
入
に
適
合
す

る
法
定
事
項
を
規
定
し
た
新
た
な
条

例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

な
お
、
現
行
の
積
丹
町
海
底
探
勝
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船
等
の
管
理
及
び
運
営
に
関
す
る

条
例
は
、
本
新
条
例
の
施
行
に
よ
り

廃
止
し
ま
す
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
２
号

積
丹
町
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
公
の
施
設
に
係
る
現
行
条
例
中

「
管
理
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」

と
す
る
規
定
条
項
を
、
改
正
地
方
自

治
法
（
平
成
15
年
法
律
第
81
号
）
の

運
用
解
釈
に
あ
わ
せ
９
件
の
共
通
的

な
条
例
の
一
括
整
備
を
行
う
も
の
で

す
。
合
わ
せ
て
、
使
用
料
の
減
免
規

定
等
の
整
備
を
図
る
も
の
で
す
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
３
号

積
丹
町
産
業
交
流
雇
用
対
策
推
進

施
設
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

公
の
施
設
で
あ
る
積
丹
町
産
業
交

流
雇
用
対
策
推
進
施
設
（
岬
の
湯
し

ゃ
こ
た
ん
）
の
一
部
で
あ
る
「
物
産

品
販
売
施
設
（
岬
の
市
場
）」
は
、岬

の
湯
し
ゃ
こ
た
ん
と
は
異
な
り
、
建

設
時
に
お
け
る
国
・
道
の
補
助
金
、

起
債
等
の
活
用
助
成
に
よ
る
財
産
処

分
制
限
を
受
け
な
い
こ
と
か
ら
、
よ

り
民
間
能
力
の
有
効
活
用
や
経
済
価

値
の
保
全
発
揮
が
し
や
す
い
方
法
を

め
ざ
し
、
町
指
定
管
理
者
選
定
委
員

会
の
答
申
に
よ
り
物
産
品
販
売
施
設

に
つ
い
て
は
、
岬
の
湯
し
ゃ
こ
た
ん

か
ら
分
離
し
、
行
政
財
産
か
ら
普
通

財
産
へ
移
し
貸
付
処
分
を
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
、
現
行
の
条
例
規
定

か
ら
物
産
品
販
売
施
設
を
削
除
す
る

も
の
で
す
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
４
号

積
丹
町
墓
地
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

行
財
政
改
革
の
推
進
を
図
る
一
環

と
し
て
、
町
行
財
政
改
革
推
進
委
員

会
の
答
申
に
よ
り
、
墓
地
使
用
料
を

引
上
げ
改
定
す
る
も
の
で
す
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
５
号

積
丹
町
葬
斎
場
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

行
財
政
改
革
の
推
進
を
図
る
一
環

と
し
て
、
町
行
財
政
改
革
推
進
委
員

会
の
答
申
に
よ
り
、
葬
斎
場
使
用
料

を
引
上
げ
改
定
す
る
も
の
で
す
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
６
号

北
後
志
地
区
障
害
程
度
区
分
認
定

審
査
会
の
設
置
に
つ
い
て

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ

れ
た
障
害
者
自
立
支
援
制
度
に
よ
り
、

障
害
程
度
区
分
認
定
申
請
の
受
付
が

開
始
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
申
請
者

の
障
害
程
度
区
分
の
判
定
業
務
に
つ

い
て
各
市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
審
査
判

定
機
関
を
設
置
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

よ
っ
て
、
地
方
自
治
法
第
２
５
２

条
の
７
の
規
定
に
基
づ
き
、
北
後
志

地
区
５
町
村
に
よ
り
同
審
査
会
を
共

同
設
置
す
る
も
の
で
す
。（

原
案
可
決
）

議
案
第
７
号

北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規

約
の
一
部
を
変
更
す
る
規
約
に
つ
い

て
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の

収
入
役
の
設
置
に
関
す
る
規
定
を
改

め
る
た
め
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ

り
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
８
号

平
成
18
年
度
積
丹
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
回
）

現
行
予
算
に
２
億
２,

４
４
４
万

５
千
円
を
追
加
し
、
26
億
９
４
９
万

８
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

歳
入
に
お
い
て
は
、

小
規
模
治
山
事
業
費
補
助
金

１,

２
９
５
万
円

製
氷
・
貯
氷
施
設
整
備
事
業
費
交
付

金
　
　
　
　
１
億
４,

４
６
５
万
円

基
金
繰
入
金
　
　
　
　
２
３
０
万
円

繰
越
金
　
　
　
　
７
４
７
万
５
千
円

地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

助
成
金
　
　
　
　
９
９
９
万
５
千
円

地
方
債
　
　
　
　
４,

６
６
０
万
円

歳
出
に
お
い
て
は
、

積
丹
町
指
定
管
理
者
選
定
委
員
日
額

報
酬

２
８
万
８
千
円

地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

事
業
費
　
　
　
　
９
９
９
万
５
千
円

雪
害
被
災
施
設
復
旧
費
４
５
０
万
円

他
会
計
繰
出
金
（
簡
易
水
道
）

１
８
０
万
円

北
後
志
地
区
障
害
程
度
区
分
認
定
審

査
会
負
担
金

２
４
万
円

製
氷
・
貯
氷
施
設
整
備
事
業
費
補
助

金
　

１
億
８,

０
１
５
万
円

幌
武
意
地
区
小
規
模
治
山
事
業
費

２,

５
９
０
万
円

な
ど
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
９
号

平
成
18
年
度
積
丹
町
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
２
回)

現
行
予
算
に
３
６
０
万
円
を
追
加

し
、
２
億
６,

１
２
２
万
９
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

歳
入
に
お
い
て
は
、

一
般
会
計
繰
入
金
　
　
１
８
０
万
円

道
道
野
塚
婦
美
線
配
水
管
移
転
補
償

費
　
　
　
　
　
　
　
　
１
８
０
万
円

歳
出
に
お
い
て
は
、

道
道
野
塚
婦
美
線
配
水
管
移
設
工
事

請
負
費
　
　
　
　
　
　
３
６
０
万
円

を
増
額
す
る
も
の
で
す
。（

原
案
可
決
）

※
議
員
発
議
に
よ
り
意
見
案
５
件
が

提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

な
お
、
意
見
案
第
２
号
で
は
、
町

議
会
か
ら
北
海
道
知
事
及
び
北
海
道

議
会
議
長
に
対
す
る
「
北
海
道
立
余

別
診
療
所
存
続
に
関
す
る
意
見
書
」

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
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